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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトは、エチオピアにくらす人々によって絶え間なく

創り出される様々な知(=在来知)の生成過程をこれまで認識人類学がふれなかった「認識体系と

社会的な相互交渉の関係」と、開発学が扱わなかった「有用性と認知の関係」の両方を射程に

入れて、グローカルな文脈に位置づけて解明した。さらに、この研究であきらかになった点を

ふまえて、研究対象となる社会への成果還元に結びつくような研究活動を展開した。 

 

 

研究成果の概要（英文）：The understanding of local knowledge in Africa that the project 

aspires begun by sampling from the confrontational views that had been presented by 

development studies and cognitive anthropology. The research revealed that both the 

relationship between the cognitive system and social mutual negotiation that cognitive 

anthropology did not refer to, and the relationship between usefulness and cognition that 

was not dealt in the field of development. The research presented the dynamic aspects of 

knowledge that both fields have overlooked, and conducted fieldwork on the changing 

processes in its multitudinous context for the development of communities.  
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１．研究開始当初の背景 

これまでアフリカをフィールドとする研
究において、2 つの分野で人びとの「知」が
扱われてきた。開発学・応用人類学の領域で
は、介入される側の知識 （例えば、農業慣
行、環境保全、資源保護、社会集団の編成や
規範に関する知識）をいかに開発の役に立て
るかが問題にされてきた一方で、認識人類学
の分野では、民族知識(Folk knowledge)が文化
の体系を反映していることを前提し、研究対
象を動植物や色彩の分類体系のように再検
証可能な「知識」に限定してきた。 

 知に関してその実用的側面に意義を認め
るか、認知的側面に普遍性を求めるかという
2 つの異なるアプローチは背反的なものでは
なく、むしろそれぞれの分野の学問的反省や
展望のなかで相補的な視点として述べられ
てきた経緯がある。方法論的にも両者には多
くの共通点が見られる。 

本研究が問題にする「在来知  (Local 

knowledge)」とは、人びとが自然・社会環境
と日々関わるなかで形成される実践的、経験
的な知を指す。このような「知」を実体とし
て取り出してみせることはできない。本研究
ではそれぞれの局面で立ち現れる知の存在
様式（構造と機能、およびそれらの動態）に
注目してその生成と実践の過程を扱った。分
析の主な対象は、人びとの生活における日常
行為（発話や行動）とそれに関わるモノであ
った。 

この研究がめざす「在来知」の理解は、ま
ず開発学と認識人類学が対立的に呈示して
きた視点を折衷すること、具体的には、認識
人類学がふれなかった「認識体系と社会的な
相互交渉の関係」と、開発学が扱わなかった
「有用性と認知の関係」の両方を射程に入れ
ることからはじまった。そのためには双方が
ともに看過してきた知の動態的側面を、その
生成と実践に注目し、変化の過程を多様な文
脈に即してフィールドワークすることが求
められた。 

研究代表者は1986 年以来、アフリカ在来作
物の多様性とそれを維持してきた地域の農業
実践がよってたつ知的基盤を「アフリカ在来
農業科学」と名付けて、エチオピア西南部の
農村でフィールドワークをおこなってきた
（重田1998,2002,2004）。その過程において、
地域住民の生活のなかに「在来知」の生成と
実践という切り口が有効と考えられる営為が
多く含まれていることに気づいた。 

 その営為を分類した３つの研究領域は、以
下に述べるように相互に密接に連関している。 

(1) 生存のための生業の知：アフリカにおける
生存の問題系は、研究代表者が村の生活のな
かで生業と自然の認識人類学的研究を志した
当初から関心を寄せていた。在来知の力で生

業をいかに持続的に維持していけるかという
問題は現代アフリカにおける最も切実な課題
であり続けている。 

(2) 交渉される関係の知：しかし、農業生産や
環境保全などの生存の問題系を考えるにあた
って、対象となる自然への一方的な働きかけ
に注目するだけでは不十分である。介入や交
渉の繰り返される開発現象に直面したとき、
社会的文脈から孤立した知識の記述は無効と
なる。そこで、人—人、人—モノ、モノ—モ
ノの相互関係がいかに交渉されていくかとい
う関心が生まれた。 

(3) よりよく生きるための思惟の知：そして、
これら２つの知の生成と実践をうながす原動
力となるものとして、ポジティブな実践を可
能にするもうひとつの知を措定した。本質主
義的であるという批判を恐れずにいえば、そ
こに「アフリカ的なるもの」が見いだせると
考えたのである。そしてさらに今日のエチオ
ピアは、幾多の政変や自然災害を経てもなお、
人びとが生存と交渉を通じてよりよく生きる
生の営みが続けられている場として、在来知
の生成とポジティブな実践が「エチオピア的
なるもの」として現前する可能性をもってい
ると考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、現代アフリカに生きる人
びとによって絶え間なく創り出される様々
な知(=在来知)の生成の現場に我々が立ち会
い、その動態を地域研究の視点からフィール
ドワークによって解明することであった。さ
らに、人びとが在来知をより良き生活のため
に活かそうとする営み(=ポジティブな実践)

に注目し、その意味をグローカルな文脈に位
置づけて理解することにあった。在来知研究
のもうひとつのねらいは、研究対象となる社
会への成果還元に結びつくような研究活動
を展開することであった。 

 本研究が質的にも量的にも十分な「生成さ
れる在来知とそのポジティブな実践」の事例
を集積することによって、方法論主導の開発
学とは異なるアフリカ地域研究の具体的で貴
重な成果として提示することが期待された。
これまでのアフリカ理解に横行してきた合理
主義や経済至上主義などに対抗するという意
味においても「アフリカ在来知」が各界にな
げかけるインパクトは大きい。また、実例の
中で、在来知がその生成と実践のプロセスを
経て制度化され、公共の知となる機序が解明
できれば、アフリカ型の発展方策を考えるう
えで積極的な貢献ができると考えた。 

 

３．研究の方法 

本研究では、「アフリカ在来知 (African Local 



 

 

Knowledge [ALK])」を措定したうえで、アフ
リカにおける人びとの営みを以下の 3 つの領
域に分類して研究をすすめた。 

 

（１）生存のための生業の知【生業知ユニッ
ト】 

アフリカにおいて、在来知の力で生業をいか
に持続的に維持していけるかという問題は
現代アフリカにおける最も切実な課題であ
った。この領域は以下の 3 つの研究班から構
成された。 

 ◇在来農業班：エチオピア・コンソおよび
アリ地域において農業に関する在来知の生
成に関して科学知との対応、生業技術の知、
食品加工利用技術の知についての調査 

 ◇ ものつくり班：アリ地域などを対象に、
土器や織物などにおけるものつくり技術の
生成とポジティブな実践に関して、特に技術
知の創造と学習過程に注目した調査 

 ◇生物多様性在来保全班：アリおよびシダ
マ地域における農民参加型の作物品種の多
様性保全について、在来知と庭畑の多様性の
関連に注目した調査 

 

（２）交渉される関係の知【関係知ユニット】 

農業生産や環境保全などの生存の問題系を
考えるにあたって、対象となる自然への一方
的な働きかけに注目するだけでは不十分で
ある。介入や交渉の繰り返される 開発現象
に直面したとき、社会的文脈から孤立した知
識の記述は無効となる。そこで、人－人、人
－モノ、モノ－モノの相互関係がいかに交渉
されていくか という関心が生まれ、以下の 4

つの研究班にわかれて研究をすすめた。 

 ◇コミュニティー・コンサベーション班：
エチオピア・アリおよびカファ地域において
参加型景観保全、野生生物保全をめぐる国立
公園と地域住民の関係、および森林資源の参
加型保全についての調査 

 ◇介入と交渉班：エチオピアにおける開発
介入の実践知、フェアトレード、土地をめぐ
る紛争解決、難民への介入と交渉などの場面
における実践知の調査 

 ◇開発と在来組織班：エチオピアの開発や
在来組織の活動におけるポジティブな実践
に関する調査 

 ◇音楽・宗教実践班：ゴンダール地方やア
ジスアベバにおける吟遊集団やハラール地
域のイスラム伝統芸能組織の音楽実践に関
する調査 

 

（３）よりよく生きるための思惟の知【思惟
知ユニット】 

上記の 2 つの知の生成と実践をうながす原動
力となるものとして、ポジティブな実践を可
能にするもうひとつの知を措定することを
めざした。本質主義的であるという批判を恐

れずにいえば、そこに「アフリカ的なるもの」
が見いだせると考えた。そしてさらに今日の
エチオピアは、幾多の政変や自然災害を経て
もなお、人びと が生存と交渉を通じてより
よく生きる生の営みが続けられている場と
して、在来知の生成とポジティブな実践が
「エチオピア的なるもの」として現前する可
能性 をもっていると考え、以下の研究班に
よって研究を実施した。 

 ◇ アフリカ哲学班：在来知の生成と実践
をめぐる思惟知について、他の 2 ユニットの
実例を総合討論しながらまとめた。アフリカ
哲学と実践知の関係についても考察し、最終
的には、エチオピアの発展にとっての在来知
の意味と、ポジティブな実践の投企的役割に
ついてまとめることを目指した。 

 

４．研究成果 

本研究の成果として、これまでの集中的なフ
ィールドワークを通じて、エチオピアにおけ
る在来知の諸相を以下の３領域にそって実
証的に明らかにすることができた。 

 

（１） 生業知ユニット： 

・在来農業班の佐藤靖明がエチオピア南部地
域において在来農業実践について調査をお
こなった。ものつくり班の井関和代、金子守
恵がエチオピア東、西、南部の織物・土器・
鍛冶職人の生業パターンや在来の技法につ
いて広域調査をおこなった。 

・農業に関する在来知の生成に関して科学知
との対応、生業技術の知、食品加工利用技術
の知について、エチオピア南部諸民族州、オ
ロミヤ州において現地調査を実施した。もの
つくり技術の生成とポジティブな実践に関
して、特に技術知の創造や変容に注目した現
地調査を南部諸民族州南オモ県において実
施した。2008 年１２月１日〜１２日には、生
業知研究ユニットものつくり班が企画立案
して京都大学時計台１００周年記念ホール
サロンにおいてアジア・アフリカの在来知に
関する展示をおこなった。 

・農業に関する在来知の生成に関して、品種
多様性に関する知の生成、有畜農業における
牛耕技術と科学知との対応、農産物の在来型
保存と食品加工利用技術の知について、エチ
オピア南部諸民族州とオロミヤ州において
現地調査を実施した。高齢者の保持する老人
知の生成に注目し、ケアの実践とその変容に
注目した現地調査を南部諸民族州南オモ県
において実施した。 

・農業に関する在来知の生成に関して、エン
セーテの品種多様性に関する知の生成、有畜
農業における牛耕技術と科学知との対応に
ついて、エチオピア南部諸民族州とオロミヤ
州において最終的な現地調査を実施した。生
物多様性班の活動として、2010 年 10 月に、



 

 

京都において Problems of Seed, or Seeds of 

problem inAfrican Agro-biodiversity と題して、
国際ワークショップを開催した。ものつくり
班の活動として、2011 年３月に国際フォーラ
ムを企画したが、震災のため海外の参加者が
欠席し、ポスター発表のみプレ国際フォーラ
ムとして実施した。 

 

（２） 関係知ユニット： 

・コミュニティ・コンサベーション班の伊藤
義将が、森林資源の参加型保全に関する調査
をおこなった。介入と交渉班のトリナ・フフ
ァが、経済的な開発介入の実践についての調
査をエチオピア西南部地域でおこなった。在
来組織班のディル・テショメが、在来宗教実
践における女性グループの活動について調
査をおこなった。 

・野生生物保全（南オモ）、伝統芸能組織（ハ
ラール）、在来講組織（グラゲ）、在来宗教組
織（シダマ）のポジティブな実践について、
それぞれ分担者と研究協力者が当該地域に
おいて現地調査を実施した。また、2008 年８
月にナイロビで開催された自然保護に関す
る国際シンポジウムにおいて研究協力者が
成果発表をおこなった。2008 年９月 17-18 日、
関係知ユニットの研究班がフィールド調査
をおこなっているエチオピア東部のハラー
ルにおいて宗教・音楽実践と無形有形文化財
保全をテーマにした在来知に関する現地ワ
ークショップを開催した。ハラール市と同地
域で活動をおこなう女性自助組織、ハラール
市博物館、アジスアベバ大学との共催で実施
した。 

・在来講組織（グラゲ）、在来宗教組織（シ
ダマ）のポジティブな実践について、それぞ
れ分担者と研究協力者が当該地域において
現地調査を実施した。また、2009 年 11 月に
アジスアベバにおいて、A Roundtable on 

Communities and Cultural Heritage Centers in 

East Africa と題する国際ワークショップをケ
ニア、英国から研究・実践者を招いてアジス
アベバ大学と共催した。昨年の国際ワークシ
ョップの成果を英文で出版した。 

・エチオピア固有の在来宗教組織（シダマ）
のポジティブな宗教実践について現地調査
を実施した。最終年度は、成果のとりまとめ
と発表を主として思惟知ユニットの活動は
実施しなかった。 

 

（３） 思惟知研究ユニット： 

・在来知の生成と実践をめぐる思惟知につい
て、アジスアベバにおいて、ユニット長と海
外研究協力者２名が他２ユニットの実例の
報告をもとに総合討論をおこなった。 

・在来知の生成と実践をめぐる思惟知につい
て、海外研究協力者１名(JSPS 長期招へい研
究者)が京都に５ヶ月間滞在して研究と討論

をおこなった。2010 年３月には京都において
国際ワークショップを開催し、思惟知班の報
告を基に総合討論をおこなった。 

・平成１９年度は、国内研究会を３回と国際
ワークショップをおこなった。国内研究会で
は、アフリカやアジアの各地域における生業
実践について外部から研究者を招いて報告
してもらい、在来知の生成とポジティブな実
践について議論をかさねた。国際ワークショ
ップでは、各班の若手研究者と海外の研究者
が中心になってセッションを組織した。これ
以外にも、各班が例会を２～５回開催した。
ウェブサイト「アフリカ在来知研究会」を立
ち上げて研究計画・内容を公開・更新した。 

・2009 年５月には、第 46 回日本アフリカ学
会学術大会において、本研究課題の成果を７
題のポスターとして発表した。2009 年 9 月ア
ジスアベバ大学から生業知ユニットおよび
関係知ユニットの海外研究協力者を京都に
招いて（別資金）研究のまとめと進捗状況の
報告会をおこなった。 

・2009 年 11 月には、アジスアベバで開催さ
れた第 17 回国際エチオピア研究学会におい
て、研究代表者、分担者、協力者の３人が報
告をおこなった。 

・全体成果のとりまとめと発表としては、
2010 年５月には、第４7 回日本アフリカ学会
学術大会において、本研究課題の成果を４題
のポスターとして公表した。2010年 2月には、
来日中のエチオピアの農業研究関係者を招
いて、エチオピアにおける農業技術普及と在
来知に関する国際ワークショップを開催し
た。また、研究分担者、連携研究者および研
究協力者計４人が本研究計画の成果をあい
ついで単著として出版した。 

・研究成果の社会還元をめざして、滋賀県大
津市立小松小学校での国際理解授業や、京都
市内小学校での講演の企画に研究代表者が
従事した。また、一般市民向け公開講座（京
都大学アフリカ地域研究資料センター主催）
や、調査対象国邦人コミュニティーの集会に
おいても、研究代表者が本研究計画の成果を
わかりやすく話す機会をもった。 

 

５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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